
新型コロナウイルス感染症に関連する対応状況について  

＜市長コメント＞ 

 

はじめに、先月１４日  宮城県の緊急事態宣言解除に伴い、

本市におけるイベントや公共施設につきましては、徹底した感

染防止対策を講じたうえで再開しておりますが、長期間、休業

を余儀なくされていました市立小・中学校及び高等学校は、 

本日、６月１日から再開いたしました。  

学校休業に併せた外出の自粛などにより、心身の健康状態が

心配されましたが、幸いにしてそのような報告はありませんで

した。 

しかし、新型コロナウイルス感染の影響は長期にわたると考

えておりますので、今後もしっかりと対応していく必要がある

と考えております。  

児童・生徒の皆さんには、一日も早く学校生活のリズムを取

り戻していただきたいと思います。  

次に、本市の主な事業の状況についてですが、  

「１０万円の特別定額給付金」につきましては、先月１日から

のオンライン申請受付開始に加え、１５日から郵送による申請

受付を開始しておりますが、５月２８日現在で、オンライン  



申請は１，０４０件、郵便申請は５３，４９６件、合わせて 

５４，５３６件の申請があり、全世帯の８８．５％となってお

ります。  

また、振込状況につきましては、既に金融機関に対して振込

依頼済み分を加え、２０，１５７件となっており、申請に対し

３７％の給付率となっております。  

引き続き、市民の皆様に一日も早くお届けできるよう、振込

みに向けた作業を鋭意進めてまいります。  

また、先月１４日から申請を受付けています中小企業等に対

する本市独自支援策及び宮城県の休業要請に応じた事業者への

協力金につきましては、５月２８日現在、「経営維持に対する

助成金」は７件、「飲食店等に対するテイクアウト等参入費用

に対する助成金」は７件の申請があり、支払いにつきましては

６月上旬を目途に手続きを進めております。「休業要請協力金」

は４８５件の申請に対し、７４件の助成手続きを終えています。 

なお、２つ以上の店舗を休業し、県の休業要請協力金に上乗

せして交付する本市独自の助成金には、３７件の申請がありま

した。 

続きまして、「内定取消しを受けた学生等の任用」につきま

しては、先月１５日の募集期間内に１名の応募があり、選考の



結果、本日から会計年度任用職員として産業部商工課で活躍を

いただいております。  

なお、今後も感染症による経済状況の悪化が続くことが予想

され、離職をせざるを得ない新卒学生の発生が懸念されますこ

とから、募集期間を７月１５日まで延長し、さらに「事業所都

合で離職した新卒学生」を応募資格に追加したところでありま

す。 

本市では、市民の皆様の御協力により、感染者は発生してお

らず、県内においても４月２９日以降は新規の発生がないなど、

感染拡大は抑えられてはおりますが、その影響は経済活動や市

民生活など各方面にわたり甚大なものとなっております。  

今後も、国の臨時交付金などを活用し、感染拡大の防止と厳

しい状況が続く地域経済などに対応していきたいと考えており

ます。 

市民の皆様には、引き続き、「新しい生活様式の実践」や 

「３つの密を避けること」などの感染防止対策に取り組んでい

ただきますようお願いいたします。  

 

 


